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▲江戸時代の宿場町「下練馬」の古地図と関連

する像などの解説

◀練馬大根に関する逸話の解説

　

練

馬

区

北

町

の

、

「

本

陣

跡

地

緑

地

」

に

あ

る

金

色

に

輝

く

「

下

練

馬

献

上

大

根

碑

」

（

写

真

㊤

）

。

台

座

を

除

い

た

サ

イ

ズ

は

１

・

６

㍍

。

２

０

１

９

年

の

４

月

に

誕

生

し

圧

倒

的

存

在

感

を

示

し

て

い

る

。

　

練

馬

＝

大

根

、

な

の

は

徳

川

綱

吉

が

将

軍

に

な

る

か

っ

け

前

、

こ

の

地

で

脚

気

療

養

中

に

栽

培

を

奨

励

し

た

こ

と

が

き

っ

か

け

。

出

来

が

よ

く

、

味

を

気

に

入

っ

た

綱

吉

が

、

５

代

将

軍

就

任

後

も

江

戸

城

に

献

上

さ

せ

く

ぼ

う

た

こ

と

か

ら

「

公

方

様

の

お

気

に

入

り

」

と

な

り

名

声

を

博

す

こ

と

と

な

っ

た

。

　

場

所

：

東

武

東

上

線

「

東

武

練

馬

」

駅

よ

り

徒

歩

１

分

内

。

エ

リ

ア

に

は

、

ニ

ュ

ー

北

町

商

店

街

振

興

組

合

（

大

木

久

富

理

事

長

）

、

き

た

ま

ち

商

店

街

振

興

組

合

（

神

谷

基

道

理

事

長

）

、

北

一

商

店

街

振

興

組

合

（

奥

墨

徹

理

事

長

）

が

あ

る

。

連合発足の経緯と感謝を述べる久保理事長（マイク前）と、役員ら（奥）

柏世田谷区商連会長の祝辞飯島副理事長の中締め

多くの来賓や関係者が門出を祝った

あいさつで人形供養を始めた

いきさつなどを語る藤田会長

供

養

を

執

り

行

う

延

命

寺

の

住

職

と

、

そ

の

様

子

を

静

か

に

見

守

る

人

形

の

持

ち

主

ら

　

世

田

谷

区

の

三

軒

茶

屋

お

よ

び

太

子

堂

地

域

の

七

つ

の

商

店

街

が

中

心

と

な

り

、

「

一

般

社

団

法

人

三

軒

茶

屋

・

太

子

堂

商

店

街

連

合

」

を

設

立

し

た

。

６

月

８

日

に

は

区

内

の

キ

ャ

ロ

ッ

ト

タ

ワ

ー

で

発

足

式

が

行

わ

れ

、

関

係

者

ら

が

出

席

し

た

。

　

同

商

店

街

連

合

は

、

地

域

に

共

通

す

る

課

題

に

対

し

、

行

政

と

も

連

携

し

な

が

ら

取

り

組

み

、

三

軒

茶

屋

・

太

子

堂

地

区

を

「

住

み

よ

い

街

・

住

み

た

い

街

・

魅

力

あ

る

街

」

へ

と

さ

ら

に

発

展

さ

せ

て

い

く

こ

と

を

目

指

す

。

　

今

後

の

事

業

方

針

と

し

て

、

①

国

内

外

に

お

け

る

地

域

の

活

性

化

に

つ

な

が

る

ア

イ

デ

ア

、

方

法

論

や

技

術

等

の

収

得

②

各

商

店

街

の

会

員

相

互

の

親

睦

と

交

流

③

商

店

街

・

街

づ

く

り

に

関

連

す

る

文

化

継

承

④

防

犯

・

防

災

・

減

災

に

お

け

る

危

機

管

理

対

策

⑤

企

業

等

と

の

連

携

・

協

賛

に

お

け

る

イ

ベ

ン

ト

、

Ｉ

Ｔ

関

連

そ

の

他

、

地

域

の

活

性

化

を

達

成

す

る

た

め

に

必

要

と

な

る

事

業

の

構

築

と

運

営

⑥

三

軒

茶

屋

・

太

子

堂

ブ

ラ

ン

ド

の

育

成

と

強

化

―

―

を

掲

げ

る

。

　

発

足

式

で

は

、

久

保

純

一

郎

理

事

長

が

「

こ

の

地

域

に

は

国

道

２

４

６

号

線

や

世

田

谷

通

り

な

ど

複

数

の

幹

線

道

路

が

あ

る

お

か

げ

で

、

そ

れ

ぞ

れ

異

な

る

文

化

が

根

付

い

て

い

る

。

お

客

様

に

と

っ

て

は

そ

れ

が

か

え

っ

て

面

白

い

。

こ

の

多

様

性

を

生

か

し

て

魅

力

あ

る

街

を

目

指

し

た

い

」

と

あ

い

さ

つ

。

さ

ら

に

、

事

業

方

針

に

掲

げ

て

い

る

防

災

に

つ

い

て

も

触

れ

、

「

普

段

か

ら

つ

な

が

り

を

持

っ

て

災

害

に

立

ち

向

か

う

こ

と

が

大

切

。

皆

さ

ん

に

ご

協

力

い

た

だ

き

な

が

ら

進

め

た

い

」

と

呼

び

か

け

た

。

　

来

賓

の

柏

雅

康

世

田

谷

区

商

店

街

連

合

会

会

長

は

、

地

元

の

下

北

沢

商

店

連

合

会

で

街

全

体

の

イ

ベ

ン

ト

を

実

施

し

た

経

験

等

を

紹

介

し

、

「

三

軒

茶

屋

・

太

子

堂

の

皆

様

も

、

商

店

街

相

互

の

連

携

で

地

域

を

さ

ら

に

発

展

さ

せ

て

ほ

し

い

」

と

エ

ー

ル

を

送

っ

た

。

　

式

典

の

中

締

め

で

あ

い

さ

つ

に

立

っ

た

飯

島

祥

夫

副

理

事

長

は

、

「

単

会

で

は

若

手

を

集

め

る

こ

と

が

だ

ん

だ

ん

難

し

く

な

っ

て

い

る

が

、

連

合

化

を

機

に

�

～

�

人

が

集

ま

る

よ

う

に

な

り

、

早

く

も

変

化

が

表

れ

て

い

る

」

と

述

べ

、

「

皆

さ

ん

の

知

恵

と

力

を

借

り

て

、

愛

す

べ

き

三

軒

茶

屋

・

太

子

堂

を

活

性

化

さ

せ

て

い

き

た

い

」

と

結

ん

だ

。

　

武

蔵

野

市

中

央

地

区

商

店

連

合

会

よ

し

ひ

さ

（

藤

田

宜

久

会

長

）

は

５

月

�

日

、

同

市

八

幡

町

の

延

命

寺

で

「

人

形

供

養

」

を

主

催

し

た

。

地

域

住

民

の

困

り

ご

と

の

声

を

受

け

、

地

元

の

延

命

寺

に

協

力

を

依

頼

し

て

２

０

０

８

年

に

始

ま

っ

た

も

の

。

コ

ロ

ナ

禍

で

の

休

止

を

挟

み

、

今

年

で

�

回

目

を

迎

え

た

。

　

連

合

会

の

役

員

ら

が

受

付

や

陳

列

を

担

い

、

�

日

・

�

日

に

は

、

当

日

の

来

場

が

難

し

い

住

民

の

た

め

に

事

前

預

か

り

も

行

っ

た

。

三鷹駅北口商店会

八丁商和会

中央通り西祥会

中道第二商店会

大野田商店会

武蔵野中央会

三谷通り商店会

西久保城山会

西久保ＮＴＴ通り商店会

グリーンパーク商店会

緑町商栄会

緑町一番街

関前八幡町親交会　　

《

一

般

社

団

法

人

三

軒

茶

屋

・

太

子

堂

商

店

街

連

合

》

理

事

長

　

：

久

保

純

一

郎

（

太

子

堂

中

央

商

店

街

振

興

組

合

理

事

長

）

副

理

事

長

：

飯

島

祥

夫

（

三

軒

茶

屋

銀

座

商

店

街

振

興

組

合

理

事

長

）

副

理

事

長

：

林

福

子

（

三

軒

茶

屋

商

店

街

振

興

組

合

理

事

長

）

顧

　

　

問

：

小

田

切

明

（

三

軒

茶

屋

三

和

会

振

興

組

合

理

事

長

）

会

　

　

計

：

小

森

昭

寿

（

三

軒

茶

屋

商

栄

会

協

同

組

合

理

事

長

）

監

　

　

査

：

岡

野

武

（

三

軒

茶

屋

仲

見

世

商

業

協

同

組

合

理

事

長

）

監

　

　

査

：

佐

藤

五

一

（

太

子

堂

商

店

街

振

興

組

合

理

事

長

）

事

務

局

長

：

柳

澤

昇

　

会

場

で

は

、

供

養

に

立

ち

会

っ

た

持

ち

主

が

そ

れ

ぞ

れ

焼

香

す

る

姿

が

見

受

け

ら

れ

た

。

同

市

吉

祥

寺

北

町

か

ら

来

た

女

性

は

、

亡

き

妹

か

ら

�

年

前

に

贈

ら

れ

た

ウ

サ

ギ

の

ぬ

い

ぐ

る

み

を

手

に

「

随

分

時

間

も

経

っ

た

の

で

お

願

い

し

よ

う

と

決

め

た

。

き

ち

ん

と

し

た

儀

式

で

安

心

し

た

」

と

話

し

た

。

同

市

緑

町

の

女

性

は

、

ガ

ラ

ス

ケ

ー

ス

が

傷

ん

だ

日

本

人

形

を

預

け

、

「

告

知

ポ

ス

タ

ー

を

毎

年

見

て

迷

っ

て

い

た

が

、

や

っ

と

決

断

で

き

た

」

と

語

っ

た

。

ま

た

、

実

家

の

片

付

け

で

五

月

人

形

を

持

ち

込

ん

だ

練

馬

区

関

町

の

女

性

は

「

こ

う

い

う

機

会

は

あ

り

が

た

い

。

以

前

か

ら

何

度

か

お

願

い

し

て

い

る

」

と

話

し

た

。

　

こ

の

日

供

養

さ

れ

た

人

形

や

ぬ

い

ぐ

る

み

は

１

０

０

０

体

以

上

。

今

年

も

例

年

並

み

の

数

が

持

ち

込

ま

れ

て

お

り

、

行

事

が

地

域

に

根

付

い

て

い

る

こ

と

が

う

か

が

え

る

。

　

立

ち

上

げ

当

初

か

ら

関

わ

っ

て

い

る

と

い

う

連

合

会

の

藤

田

会

長

（

西

久

保

城

山

会

会

長

）

は

「

ネ

ッ

ト

業

者

が

供

養

を

受

け

付

け

て

い

る

ケ

ー

ス

も

あ

る

が

、

梱

包

や

郵

送

は

高

齢

者

に

と

っ

て

ハ

ー

ド

ル

が

高

い

。

地

元

で

直

接

、

持

ち

込

め

る

場

を

作

り

た

か

っ

た

」

と

当

時

を

振

り

返

る

。

「

お

預

か

り

す

る

の

は

皆

さ

ん

の

大

切

な

思

い

出

。

そ

の

責

任

を

し

っ

か

り

受

け

止

め

て

取

り

組

ん

で

き

た

。

ご

住

職

の

協

力

と

地

域

の

皆

さ

ん

か

ら

の

要

望

が

あ

る

限

り

、

こ

れ

か

ら

も

続

け

て

い

き

た

い

」

と

語

っ

た

。


